
（単位：千円）

番号 補助金等の名称
補助事業者の
氏名及び住所

交付額 評価結果
立入調査その他監督の

内容及び結果
担当課名等

１ 上野天神祭のダンジ
リ行事保存継承事業
交付金

上野文化美術保存会
会長　中村　晶宣

伊賀市上野新町２７
１４番地

６,７００ ユネスコ無形文化遺産に登録された
上野天神祭のダンジリ行事を開催し
た。
秋晴れのもと、４年ぶりにコロナ前
の通常の形で開催され、３日間で19
万5千人の人出で賑わった。

事業の進捗等をヒアリング等
を通じて把握するとともに、
事業実施後に実績報告書と、
すべてのダンジリ町の領収書
等の会計書類の提出を求め、
内容が適切かどうかを確認し
た。

文化振興課

２ 芭蕉翁顕彰会運営費
補助金

公益財団法人芭蕉翁
顕彰会
会長　野口　俊史

伊賀市上野丸之内１
１７番地１３

７,０００ 芭蕉祭やしぐれ忌等のイベント開
催、芭蕉翁関連施設や市内会場での
俳句教室や句会、講座、教職員への
俳句等指導等芭蕉翁顕彰や俳句の普
及に関する様々な事業を主催・共催
により実施した。

コロナ前の規模に戻した事業
規模で事業を実施し、その状
況を確認した。

文化振興課

３ 伊賀鉄道株式会社運
営補助金

伊賀鉄道株式会社
代表取締役社長
福嶌　博

伊賀市上野丸之内６
１番地２

１０１,４５４ １年を通じ、伊賀線の安心安全で安
定的な運行を実施できた。
人件費や取引価格の高騰もあるな
か、営業費は前年度よりわずかなが
ら減少できた。
しかし、沿線学校の募集人員減など
の影響により、営業収益・営業外収
益も減少に転じたことから営業損失
額が拡大し、収支目標は達成できな
かった。

四半期ごとに会議を開催し、
伊賀鉄道㈱の決算見込みや、
経営改善のための取り組み状
況等を確認したところ、適切
に事業が実施されていた。

交通政策課
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補助事業者の
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立入調査その他監督の
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４ 伊賀市社会福祉協議
会職員設置等事業補
助金

社会福祉法人伊賀市
社会福祉協議会
会長　平井　俊圭

伊賀市平野山之下３
８０番地５

７８,１４０ 社会福祉関係団体や地域関係者等と
連携し、様々な活動を実践し、地域
福祉推進に努めた。

補助金の支出にあたり、実績
報告書を確認したところ、適
切に事業が実施されていた。

医療福祉政策課

５ 障がい児保育対策事
業費補助金

社会福祉法人伊賀市
社会事業協会
理事長　藪内　勝

伊賀市朝屋７３９番
地２

１１,３６８ 心身に障がいを有する就学前児童を
対象に、発達の促進を図るととも
に、社会生活の円滑な参加と健全な
成長を促進することを目的として個
別的専門的療育的保育を行ってい
る。療育保育を実施するにあたり必
要となる臨床心理士、理学療法士、
言語聴覚士、医師、看護師、保育士
等専門職員を必要に応じた配置をし
ている。児童の発達特性に応じた成
長の促進や障がいの軽減が図られ、
補助金額に比する効果が大きい。

対象児童の保育観察及び審査
会を２回実施し、療育保育の
必要性を認定した。書類内容
については、必要に応じて事
業者に聞き取りを行った。

保育幼稚園課
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補助事業者の
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交付額 評価結果
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６ 優良素牛導入助成金 いがほくぶ和牛肥育
部会
代表　藤岡　淳次

伊賀市平野西町１番
地１

７,５００ 交付対象組織である、いがほくぶ和
牛肥育部会は関係団体であるJAが取
りまとめをおこない、素牛導入事業
をおこなっている。年度当初に事業
計画の聞き取り、年度末の実績報告
には補助事業者から書類を添付し、
適正に事業が行われているか確認し
ている。

伊賀牛の安定供給と増頭、品
質の向上を進める取り組みを
行う中で、銘柄牛（伊賀牛）
の優良素牛導入に対しての助
成は、補助金額に見合う効果
があった。
素牛の安定的な供給を目的に
進められている伊賀牛一貫肥
育モデル事業は市内肥育農家
で順調に肥育されており、順
調に出荷が進んでいるが、仔
牛市場価格の下落の影響で素
牛育成農家から肥育農家への
引継ぎが止まっている。

農林振興課

７ シルバー人材セン
ター高年齢者就業機
会確保事業費補助金

公益社団法人伊賀市
シルバー人材セン
ター
理事長　福山　康宣

伊賀市西明寺２７８
２番地９２

１５,２３１ 補助金の交付により、センターの円
滑な運営及び事業実施を行うことが
できた。その結果、令和５年度の伊
賀市シルバー人材センターの受託事
業と派遣事業の総契約額は462,622千
円（対前年度比99.8％）の実績とな
り、高年齢者の就業機会の確保や地
域社会への貢献といった面からも、
補助金額に見合う効果が十分にあっ
た。

実績報告書の内容を精査した
ところ適切に事業が実施され
ていた。

商工労働課
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８ 商工会事業費補助金 伊賀市商工会
会長　藤原　敏男

伊賀市下柘植７２３
番地１

２３,８５０ 本補助金は、地域商工業の育成・振
興のため必要な経費に対する補助で
あるが、経費の精査、適正な支出科
目、補助金の算定根拠等についてさ
らなる整理が必要である。

令和６年度当初からの個別補
助金要綱の制定を目指し、過
年度決算資料の提示を求め協
議を行った。その結果、補助
金の算定根拠に率によるもの
と定額を充当しているものが
混在していることを確認し、
経費の２分の１以内の算定と
するよう指導を行った。
上記に基づき個別要綱案を起
案したが、団体運営費と事業
費が混在している経費への補
助であることから制定には至
らず、調整を継続することと
なった。

商工労働課

９ 施設管理運営補助金 公益財団法人伊賀市
文化都市協会
理事長　中村　忠明

伊賀市西明寺３２４
番地２

１９,０６６ 補助金の交付により、地域産業創造
センター「ゆめテクノ伊賀」の円滑
な運営管理を行うことができた。そ
の結果、産学官連携による共同研究
開発、起業の支援及び地域文化力の
向上に資する事業に取り組むことが
でき、地域産業振興の面からも効果
があった。
また、小学校高学年を対象とした理
科実験授業や、低学年を対象とした
親子科学体験会など、地域の子ども
に向けたイベントの実施により将来
地域に貢献できる人材育成を目指す
とともに、産学官連携活動の周知を
図る効果もあった。

相互に連絡調整及び報告を
行っているほか、適宜訪問し
概況について監督した。
また、現地確認をしたとこ
ろ、実績報告書の内容に基づ
き適正に事業が実施されてい
た。

商工労働課
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